
＜略歴＞

明治40年 9月 名古屋市で生誕

昭和 2年 3月 第八高等学校理科乙類卒業

昭和 6年 3月 東京帝国大学医学部卒業

　　　　 4月 東京大学医学部呉内科入局

昭和13年 7月 医学博士（筋ジストロフィーの研究）

昭和15年12月 東京帝国大学医学部助手

昭和18年 7月 東京帝国大学医学部講師

昭和22年 9月 東京都養育院付属病院内科医長

昭和26年 6月 文部省試験研究「クリアランアス法改良に

関する研究」代表者

昭和28年10月 日本大学教授，医学部第二内科学講座主任

昭和31年 6月 文部省総合研究「臓器の循環研究」班員

　　　　10月 厚生省科学研究「高血圧症の診断と治療に

関する研究」班員

昭和33年 5月 文部省総合研究「重水による体液バランス

の研究」班員

 厚生省科学研究「高血圧および心臓病の診

断，治療ならびに予防に関する研究」班員

昭和34年 5月 文部省総合研究「動脈硬化の諸要因，殊に

日本人における特殊性」研究班班員

　　　　 7月 日本腎臓学会理事長（初代）

昭和35年 6月 文部省科学研究「腎の微細構造とその機能

に関する研究」班員

　　　　 8月 国際腎臓学会副会長

昭和37年 5月 文部省科学研究「腎の髄質機能と形態の研

究」班長

 文部省科学研究「脳卒中の成因，殊に日本人

の特殊性の研究」班員

昭和39年10月 第 8 回日本腎臓学会会長

昭和40年 2月 日本大学医学部附属板橋日大病院長

昭和42年 4月 日本医学会副会長

　　　　 5月 厚生省「慢性腎炎の病型分類に関する臨床

病理学的研究」班員

昭和44年 6月 厚生省「長期人工透析の適応に関する研究」

班長

　　　　11月 厚生省薬事審議会委員

昭和45年 5月 文部省科学研究「日本人の高脂血症の疫学

的研究」班長

　　　　 9月 ベルツ賞受賞

　　　　10月 第 6 回人工透析研究会会長

昭和47年 9月 腎研究会理事長（初代）

昭和49年 4月 日本動脈硬化学会会長（初代）

昭和50年 3月 日本大学定年退職

 同大学名誉教授

昭和52年 2月 第 1 回腎研究会賞受賞

昭和53年11月 日本医師会最高有功賞受賞

昭和57年 3月 勲 2 等瑞宝章受章

平成 2年 9月 第 11 回国際腎臓学会会長

平成 4年 5月 日本腎臓財団会長

平成13年 5月 同財団名誉会長
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追　悼

故　大島研三　先生　略歴
（明治 40 年 4 月 1 日生～平成 20 年 4 月 1 日没）


